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 鼠径周辺部痛（以下 Groin pain）は、サッカー選手に好発している原因不明の疾患である。
近年、Groin pain の発生件数および発生率は増加しておりサッカー現場で問題になっている
が、未だ効果的な予防策は確立されていない。その大きな理由として Groin pain に関連した
選手の身体的および動作特性が明らかになっていない点が挙げられる。そこで本研究は、
Groin pain の発生原因と再発予防に繋がる指針を提示することを目的として行われた。 
 研究 1 として Groin pain の既往歴のある大学生男子サッカー選手の関節可動域および筋力
測定を行った。健常な大学生男子サッカー選手 13 名、Groin pain の既往歴を持つ大学生男子
サッカー選手 11 名を対象とした。股関節の可動域測定は、徒手筋力計測器（Power TrackⅡ、 
J tech 社製）および東大式角度計を用いる従来型の方法で実施した。関節可動域としては一
般的な股関節外転、内旋、外旋、膝関節伸展、腹臥位膝関節屈曲の 5 項目を計測した。筋力
測定は、腹直筋、左右外腹斜筋、左右大臀筋、左右ハムストリングス、左右内転筋群、左右
中殿筋の 6 種（計 11 箇所）に対して行った。可動域測定の結果、Groin pain 既往群と健常群
の間ではいずれの測定項目でも有意差がなかった。筋力測定の結果、Groin pain 既往群の筋
力はコントロール群と比較して、蹴り脚側の内転筋、支持脚側の大臀筋、中臀筋、ハムスト
リングスで有意に低かった。これにより本研究で対象となった Groin pain 既往群のように下
肢の筋力が低下した状態で競技に復帰していることは、今後、様々な動きの中で下肢筋力を
活用するサッカー競技において、Groin pain 再発のリスクが増大する可能性が示唆された。 
 研究 2 として Groin pain 既往歴をもつ大学生男子サッカー選手のインサイドキック動作解
析を研究 1 と同一の被検者を対象とした。各被験者には、助走角度 0°で、2m 前方に置かれ
たボールを、利き足の全力によるインサイドキックで行うよう指示した。キック動作は、蹴
り脚離地～ボールインパクトまでを撮影し解析した。結果として Groin pain 既往群と Control
群の角度および角速度の経時的変化のパターンは、蹴り脚離地からボールインパクトにかけ
て有意な主効果および交互作用はなかった。一方、股関節最大伸展時における Groin pain 既
往群の股関節外転角度がコントロール群と比較して小さく、ボールインパクト時における膝
関節屈曲角度は大きかった。また、ボールインパクト時における、既往群の股関節内転角速
度がコントロール群と比較して速く、伸展角速度は遅かった。加速期における Groin pain 既
往群の膝関節屈曲角度変位は、コントロール群と比較して小さかった。以上より Groin pain
既往歴のある大学男子サッカー選手は、効率的な運動連鎖によって下肢関節をスイングする
ことが困難であったため、股関節の内転動作を速めてインサイドキックを行っていたことが
推測された。これより Groin pain 既往者の再発予防のためには、下肢関節の効率的な運動連
鎖を活用し、股関節の内転動作に依存させないインサイドキックを習得させる必要があると
考えられた。 
 研究 3 として Groin pain の既往歴をもつ大学生男子サッカー選手の筋硬度、インサイドキ
ック動作、筋活動解析を研究 1 と同一の被検者を対象として行った。結果として蹴り脚の内
転筋群の筋活動には、有意な交互作用が認められた。大腿二頭筋、外腹斜筋、支持脚の大・
中臀筋の筋活動は、局面ごとの有意な主効果が認められた。腹直筋の筋活動は、群間での有
意な主効果が認められた。相関分析の結果、長内転筋の筋硬度と内転筋活動の間には、加速
期に有意な負の相関関係が認められた。一方、バックスイング期やコッキング期の長内転筋
の筋硬度と内転筋活動の間に関係性は認められなかった。蹴り脚股関節角速度の分散分析の
結果、股関節の屈曲/伸展、内旋/外旋角速度は、局面ごとの有意な主効果が認められた。股
関節の内転/外転角速度は、有意な交互作用が認められた。以上より、キック動作中の鼠径
部へのストレスを防ぎ Groin pain の発生および再発を予防するためには、長内転筋の筋硬度
を下げるようなアプローチ、骨盤周囲筋の安定性獲得、効率的な運動連鎖による骨盤の引き
上げ、股関節内転運動に依存しないキック動作の習得などを行う必要があることが示唆され
た。これらの新たな知見は、Groin pain の発生を防ぎ再発を予防のするための一助となりえ
ると考えられる。今回の一連の研究成果は今まで原因不明とされていた Groin pain に対して
の大きな示唆を投じた研究であるとともに、今後この方面のさらなる前向き研究が望まれる。 
本論文は申請者が主体的に行った研究であり、また 11 月 22 日の公開審査会でも高い評価
を得た。したがって審査委員は全員一致で申請者高橋将氏が、博士（スポーツ科学）の学位
を授与するに十分値するものと認める。 
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